





全体スケジュール：2017 年 8 月 25-27 日 
 8 月 25 日（金） エクスカーション：能登視察 
 8 月 26 日（土） エクスカーション：金沢視察 
 8 月 27 日（日） 国際シンポジウム 
 
シンポジウム開催概要 
日時：8月 27 日（日）9:30～16:15（9:00 開場） 


















   エコロジカル・デモクラシー財団 
      金沢大学 能登里山里海研究部門（珠洲市） 
  
─  137  ─
Ⅳ　地域資源グループの調査・研究活動とその成果
１．エクスカーション 
8 月 27 日（日）のシンポジウムに先駆けて，シンポジウムの登壇者を中心メンバーとし

















 26 日は金沢市内を視察した。はじめに，NPO 金沢クリエイティブツーリズム推進機構に
より実施されている「金沢クリエイティブツーリズム」のツアーに参加した。このツアー


























シンポジウムでは，招待講演として，ワシントン大学准教授の Kenneth Peter Yocom 氏，
ボローニャ大学准教授の Valentina Orioli 氏，東京工業大学准教授の土肥真人氏の３名を
招聘し，講演していただいた。また，それぞれを３つのセッションに分け，富山大学准教
授の奥敬一氏，まるやま組の萩のゆき氏，OUIK の Juan Pastor Ivars 氏，金沢大学助教の





9:00  開場（Symposium Registration） 
9:30  開会挨拶・趣旨説明（Opening Address）：佐無田光 
<Session 1> 自然の中の暮らしと景観 / Livelihoods and Landscapes in Nature 
09:40 - 10:10 招待講演１（Guest Speech 1）：Kenneth Peter Yocom 
10:10 - 10:30 研究発表 1（Presentation 1） ：奥敬一 
10:30 - 10:45 研究発表 2（Presentation 3） ：萩のゆき 
10:45 - 10:50 まとめ：Kenneth Peter Yocom 
<Session 2> 暮らしの文化と景観 / The Culture and Landscapes of Livelihoods 
11:00 – 11:30 招待講演 2（Guest Speech 2）：Valentina Orioli 
11:30 – 11:45 研究発表 3（Presentation 4） ：Juan Pastor Ivars 
11:45 – 12:00 研究発表 4（Presentation 5） ：丸谷耕太 
12:00 – 12:05 まとめ：Valentina Orioli 
<Session 3> 金沢・石川における自然と文化/ Nature and Culture in Kanazawa and 
Ishikawa 
13:15 – 13:30 研究発表 5（Presentation 2） ：Mammadova Aida  
13:30 – 14:00 招待講演 3（Guest Speech 3）：土肥真人 
14:00 – 14:05 まとめ：土肥真人 
<Discussions> 
14:15 - 16:00 ディスカッション（Discussion） 
 
16:00 - 16:15 総括（Concluding Remarks）：佐々木雅幸 
16:15 閉会（Closing Remarks）：市原あかね      （敬称略） 
─  140  ─
２．２．シンポジウム講演内容 
 
<Session 1> 自然の中の暮らしと景観 
Livelihoods and Landscapes in Nature 
 
招待講演１ 
「The LIVING City: Systems and Infrastructures for Biocultural Diversity」 
Ken P. Yocom（ワシントン大学 准教授） 
 
１．複雑な世界におけるデザイン–エコロジカル・デザインと計画 






































 アブダビのマスダール・シティでは 2006 年にエネルギー資源と輸送から完全に独立した
都市をつくる構想が開始されました。周辺環境と切り離されたひとつの空間に包まれた都
市というエコロジカル・シティの概念です。段階的に計画が前進するため，最終的な約 6










































































































































































































































































<Session 2> 暮らしの文化と景観 
The Culture and Landscapes of Livelihoods 
 
招待講演２ 
「The Cultural Landscape of Bologna between Conservation and Valorisation」 

























































































































Juan Pastor Ivars（いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット 研究員） 
 

































面している主な問題は高齢化です（30 歳未満がわずか 18％で，65 歳以上が 42％）。ここに
は金沢の空き家と空地が集中しています。これまでに実施された調査によると，2012〜16
─  154  ─




































































─  156  ─
て調べました。日本の伝統工芸 143 種を調べたところ，その場所から発生した伝統工芸は，




























































































<Session 3> 金沢・石川における自然と文化 
























 エコロジカル・デモクラシーについては Randolph Hester 氏の『Design for Ecological 
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Ⅳ　地域資源グループの調査・研究活動とその成果
 セッション３のまとめ 
土肥 真人（東京工業大学 准教授） 
 
























佐々木 雅幸（同志社大学 教授） 
 
 私は 1985 年から 2000 年まで⾦沢⼤学におりました。バブル経済がひどくなり全国的に































 現在，⾦沢市は新しい⼯芸として「⼯芸未来派」というのを 21 世紀美術館で取り組んで
います。⼯芸館の東京からの移転について知事もそれでいきましょうと⾔っています。こ





─  168  ─
